○令和５年度通学路合同点検実施後の改善内容　　　　　　　　
合同点検実施日：令和5年9月27日　　　

合同点検実施主体：山形村通学路安全推進会議

	点検箇所
	課　　題
	改善実施機関
	改善内容

	①下大池公民館東道路沿いの側溝に蓋がなく、道幅が狭いので2,３列で歩くと落ちる危険性がある。　　　　　　　　　　　　　　　　

	側溝への蓋の設置をお願いしたい
	役場建設水道課

小中学校

	・防災上用水路の蓋がけは困難とのこと。

　転落防止柵や用水路反対側にグリーンベルトの導入等を検討（令和6年度内）

・中学生はグリーンベルト上を走行。

・小学生は道路の側にはみ出ないように気を付けて歩行するように指導

	②見性寺交差点の「止まれ」の標識が消えていて、交差点で止まらない車がある。優先道路が分かりづらい。

	道路標示の再塗装、標識の設置をお願いしたい
	松本警察署

役場建設水道課

小学校
	・一時停止規制のある交差点ではない。　　

・停止指導線や交差点内のカラー舗装や

　マークを導入するよう検討　

（令和6年度内）

・道路を横断する際には、いったん立ち止まって手を挙げ左右を確認してから渡るように指導　　　　　　　　　　　　　　

	③サラダ街道のからさわ亭から南へ600ｍの間に横断歩道が一つもない。唐沢地区の子供がサラダ街道を横断し東側の地区へ行きにくく、やむを得ず横断歩道のないところを横断し危険である。
	横断歩道の設置をお願いしたい
	小学校


	・通学路ではない

・登下校時は通学路を通るように指導。道路を横断する際には、いったん立ち止まって手を挙げ、左右を確認してから渡るように指導。

	④㈱ヤマジン北側の唐沢川の橋に囲いがなく危険である。

	柵や注意喚起の看板の設置をお願いしたい
	ＰＴＡ
小学校
	・当該支部で児童へ注意喚起する。

　（支部子ども会等）

・橋のわきには入らないように指導。

・増水した川には近づかないように指導。

	➄県道上竹田波田線、まるこう自動車前、車の通行多いが、道幅が狭く県道を歩くことが危険であるため、県道を横断し、遠回りをして通学路へ出ている。しかし横断歩道がない。
	横断歩道や道路標示をお願いしたい
	松本警察署
小学校
	・県道南側に横断者の待機場所が設置できないこと、隣接する横断歩道との間隔が近いこと等から設置困難です。

・しなの田園調布の児童は、北側のファミリーマートの前の横断歩道を横断する。

・北側の横断歩道が遠い等の理由で、南側の横断歩道を通学路として使用する必要があるかどうか、ＰＴＡで相談していただく。


